
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

修繕料
その他

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

土地建物借上料

大山田支所総務振興課

9,581 5,348 5,356

４７-１１５０（内線２３０）池口　法行 連絡先 ０１
市有財産管理経費
市有財産管理経費

南集会所利用状況 回／年 50

公共用地草刈業務委託 ㎡

14

会計
款
項
目

一般会計
総務費
総務管理費
財産管理費

０１
コード 名               称

０２
０１

市有財産管理経費

99 該当なし

Ｂ

総合評価

公用車管理
燃料費の支出状況から使用状況を確認し、公用車の安全且つ適
正な使用を把握するため。

4
3
2

有効性
達成度

30,108

H18（目標）

目標

H19（目標）

25,336
25,603

坂下バス転回場用地借上 件

4
普通財産
管理経費

へ

25,336
46 46

270

目標値

件

H17 H18 H19
実績値

25,603

5,348 5,356
595 580

9,581
460

177 200

362 210 210

7,200 4,320 4,320

1,289

公共用地については、現在公園用地として周辺住民が利用している箇所もあり、安全な利用に供するため草刈業務を行う。また集会所について
は、修繕箇所が合った場合、住民の利用に影響を出さないために迅速な対応が求められる。
公用車管理については、本庁での会議や日々の文書収発に伴い燃料費の支出増が免れない状況。
また適正な管理を行うため、支所全体の財産台帳を整備し、遊休施設の廃止統合に努める。

指標設定の考え方

住民が立入ることのできる公共用地の安全な利用に供するため。 ㎡

目標
14

事業の目的の成果を測る指標

公共用地草刈業務委託

台
14

普通財産
管理経費

へ

根拠法令・要綱等

単位 H17

50

30,108

普通財産
管理経費

へ

50

1
普通財産
管理経費

へ

4必要性
公共用地については、安全により多くの住民が利用できる場として、また市有地からの隣接地へ倒木等の
被害を防止するためにも、引き続き維持管理をしていく必要がある。さらには、定期的な施設の点検により、
未然に障害の防止を行う（18年度の予算配当については、普通財産管理及び取得事業に振替）。

2,381

効率性

評
価

1,028 1,036

H17 H18（予算）

0.6

H19（予算）

1

地方自治法運営主体

市内各公共用地

細目
細々目

１０１

市有の土地建物について、適正な保全管理を行い、住民への安全な公共
用地の提供を行うことができる。
公用車の安全管理。

成果（どうなるのか）

単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

南集会所用借上
南集会所修繕
公用車修繕
公共用地草刈業務委託（大沢・猿野）
坂下バス転回場用地借上

南集会所用地借上

正規職員     （人） 0.6
活動指標

施設の管理・運営

市有地
公用車
市民（公共用地使用者、南集会所使用者等）
職員

事業名

基本施策

54

伊賀市　事務事業評価シート

０５

名            称コード


